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◇表紙写真説明◇

次世代建築生産システム 自律型ロボット
写真提供：清水建設㈱

作業半径を調整する水平スライドクレーン，柱溶接ロボット，天井や床材を施工する多能工ロボット，
水平・垂直搬送ロボットで構成されている。各ロボットは，AI や IoT を用いたロボット統合管理シス
テムから送信される作業指示に基づき，自己の所在位置や施工対象物を認識し自律的に稼働する。稼働
状況や作業結果は統合管理システムにリアルタイムに記録・蓄積され，タブレット画面上で常時確認で
きる。
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